
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数を積層することにより家屋等の壁面を形成するブロックであって、その両端に設けら
れた鉤状の係合部と、上面に設けられ両端方向で凸条に形成された嵌合凸部と、底面に設
けられ他のブロックの該嵌合凸部が嵌合する嵌合溝部とからなり、前記嵌合凸部の上面に
、その略中央よりも片側では一辺側から他辺側に向けて傾斜した第一傾斜面と、もう一方
の片側では前記他辺側から一辺側に向けて傾斜した第二傾斜面とを形成したブロックにお
いて、前記嵌合凸部の前記両端側に、それぞれの前記傾斜面より高い平坦面を設けたこと
を特徴とする家屋等の壁面用のブロック。
【請求項２】
第一傾斜面と第二傾斜面との間に、それぞれの傾斜面より高い中央平坦面を設けたことを
特徴とする請求項１記載の家屋等の壁面用のブロック。
【請求項３】
ブロックの上面から底面に貫通する挿通孔を設け、両端の係合部が一辺側面から他辺側面
へ凹んだ縦溝状の係合凹部と、隣接する他のブロックの該係合凹部に係合する係合凸部と
からなり、互いの係合部を係合させながら複数のブロックを積層して壁面を形成する際、
前記挿通孔に縦棒を挿通させて該ブロックの位置決めをすることにより、家屋等の外壁側
に面する前記係合凹部の中央側の側面が、その下に位置するブロックの外壁側に面した傾
斜面上の範囲内にあることを特徴とする請求項１記載の家屋等の壁面用のブロック。
【請求項４】
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ブロックの上面から底面に貫通する挿通孔を設け、両端の係合部が一辺側面から他辺側面
へ凹んだ縦溝状の係合凹部と、隣接する他のブロックの該係合凹部に係合する係合凸部と
からなり、互いの係合部を係合させながら複数のブロックを積層して壁面を形成する際、
前記挿通孔に縦棒を挿通させて該ブロックの位置決めをすることにより、家屋等の外壁側
に面する係合凹部の係合凹部と前記係合凸部との境界部分が中央平坦面上に位置すること
を特徴とする請求項３記載の家屋等の壁面用のブロック。
【請求項５】
ブロックの上面から底面に貫通する挿通孔を設け、両端の係合部が一辺側面から他辺側面
へ凹んだ縦溝状の係合凹部と、隣接する他のブロックの該係合凹部に係合する係合凸部と
からなり、互いの係合部を係合させながら複数のブロックを積層して壁面を形成する際、
前記挿通孔に縦棒を挿通させて該ブロックの位置決めをすることにより、家屋等の外側に
面する前記係合凹部と前記係合凸部との境界部分が、その下に位置するブロックの外壁側
に面した傾斜面上にあることを特徴とする請求項３記載の家屋等の壁面用のブロック。
【請求項６】
中央平坦面の幅が、縦棒と挿通孔との間に形成される間隙より大きいことを特徴とする請
求項４記載の家屋等の壁面用のブロック。
【請求項７】
複数を積層することにより家屋等の壁面を形成するブロックであって、その両端に設けら
れた鉤状の係合部と、上面に設けられ両端方向で凸条に形成された嵌合凸部と、底面に設
けられ他のブロックの該嵌合凸部が嵌合する嵌合溝部とからなり、前記嵌合凸部の上面に
、内壁方向から外壁方向に向けて傾斜した傾斜面を形成したブロックにおいて、該傾斜面
より両端側にこれより高い平坦面を設け、前記係合部が一辺側面から他辺側面へ凹んだ縦
溝状の係合凹部と、他辺側面から一辺側面へ突出した係合凸部とからなり、両端の前記係
合部は、前記係合凸部が隣接する他のブロックの前記係合凹部に係合するように互いに反
対側に形成されたことを特徴とする家屋等の壁面用のブロック。
【請求項８】
互いの係合部を係合させながら複数のブロックを積層して壁面を形成する際、外壁側に面
した前記係合部の係合凹部の中央側の側面がその下に位置するブロックの前記傾斜面の上
にあるように形成したことを特徴とする請求項７記載の家屋等の壁面用のブロック。
【請求項９】
互いの係合部を係合させながら複数のブロックを積層して壁面を形成する際、外壁側に面
する係合凹部と係合凸部との境界部分がその下に位置するブロックの前記傾斜面の上にあ
ることを特徴とする請求項７記載の家屋等の壁面用のブロック。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、複数を積層することにより家屋等の壁面を形成するブロックであって、特に木
製のブロックに関するものである。
背景技術
木材を積層して、壁面を形成した建物は古くから校倉造やログハウスとして広い利用性を
持っている。特に、近年はアウトドア志向からログハウスの需要は上昇傾向にある。この
ようなログハウスの利点は、自然な木目によるその外観、内観のみならず、壁面を形成す
る木材が呼吸をすることにより、室内を程よい湿度に保つことができるといった、新建材
にない実質的なものも見逃すことができない。
丸太を使用した本来のログハウスは、均一性のある木材の調達や、木材の加工、設計と言
った点において、個人が建設することは実質的に困難であり、専門の業者による建築に頼
らざるを得ない。
そこで、本出願人は専門の業者でなくても、特殊な技術や機材を用いることなく、比較的
簡単にログハウスを建築する目的で、特開平２－１７７１１号公開公報および特公平６－
５０００７号公告公報において「木製ブロック」を示している。
これは、長い木材を積層するのではなく、短いブロック状の木材を連結しながら積層する
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ことにより、長い角材を積層したのと同様の壁面を形成するものである。すなわち、ブロ
ック両端の係止部で横方向を連結し、上下面の凹凸により上下の連結をし、上面の凸部に
傾斜面を形成することにより、連結部分から浸透してきた雨水を排水するようにしたもの
である。
特に、特公平６－５０００７号公告公報に示したものは、ブロックの中心付近を境にして
傾斜面を一方側と他方側の交互に形成し、ブロックを裏表の方向性を考慮せずに積層して
も、係止部の連結面から進入した雨水が外側に排水されるように設けた表裏可逆式のもの
である。
したがって、これらによると基礎上に立設されたボルトを頼りに、その上につみきを積み
上げるが如く簡単な手作業で、風雨に強い壁面を容易に形成できる。
本発明もまた本出願人が上記で示したのと同様に、ブロック状の建材を積層することによ
り壁面を形成するものであるが、雨水の進入対策においてさらに改善され、且つ縦方向の
強度が強化された構造の壁面を形成できる家屋等の壁面用のブロックを提供することを目
的とするものである。
発明の開示
このため本発明では、複数を積層することにより家屋等の壁面を形成するブロックであっ
て、その両端に設けられた鉤状の係合部と、上面に設けられ両端方向で凸条に形成された
嵌合凸部と、底面に設けられ他のブロックの該嵌合凸部が嵌合する嵌合溝部とからなり、
前記嵌合凸部の上面に、その略中央よりも片側では一辺側から他辺側に向けて傾斜した第
一傾斜面と、もう一方の片側では前記他辺側から前記一辺側に向けて傾斜した第二傾斜面
とを形成したブロックにおいて、前記嵌合凸部の前記両端側に、それぞれの前記傾斜面よ
り高い平坦面を設けるようにしたものである。
これにより、鉤状の係合部による連結部分から進入する雨水が、本出願人が示した従来技
術よりさらに確実に排水され、危惧されるブロックの両端方向への毛細管現象による内壁
面側への流出を略完璧に防止することが可能である。また、嵌合凸部の平坦面は嵌合溝部
に密着することにより積層するブロックの重量を受けるため、係合凸部全体が傾斜面に形
成された従来技術に比し強度が高くなる。尚、このブロックは表裏可逆式であるため、積
層する際に表裏を気にせずに、単純に係合部同士を連結すれば良い。
一方、前記した第二傾斜面を設けないことにより、表裏非可逆式のブロックを構成できる
。これを積層する際は、表裏面を確認しながら作業しなければならないものの、嵌合凸部
上面の平坦面の面積が前記したブロックより広くなるため、その分強度は強くなる。
【図面の簡単な説明】
第１図は実施例１のブロックを斜め上方から見た斜視図あり、第２図は実施例１のブロッ
クを斜め下方から見た斜視図であり、第３図は実施例１のブロックを積層する状態を示す
斜視図であり、第４図は第３図に示した連結部分の拡大斜視図であり、第５図は実施例１
のブロックの平面図であり、第６図は実施例１のブロックの底面図であり、第７図は実施
例１のブロックの正面図であり、第８図は実施例１のブロックの背面図であり、第９図は
実施例１のブロックの右側面図であり、第１０図は実施例１のブロックの左側面図であり
、第１１図は第５図のＡ－Ａ線から見たブロックの正面断面図であり、第１２図は第７図
のＢ－Ｂ線から見た平面断面図であり、第１３図は実施例２のブロックを斜め上方から見
た斜視図であり、第１４図は木製ブロックの製造方法を示す模式図であり、第１５図は木
製ブロックの他の製造方法における木材の使用形態を示す側面図である。
発明を実施するための最良の形態
本発明者が従来技術で示したものにおいては、その上面の係合凸部が傾斜面に形成されて
いたものに、本発明においては、さらにその傾斜面より高い平坦面を形成することにより
、この平坦面が堤防となり、隣接するブロック間の連結部分から進入した雨水が、嵌合凸
部と嵌合溝部の間をつたって流れることがない。また、この平坦面が、その上に配置され
る他のブロックの嵌合溝部と密着するように形成することにより、従来技術で形成されて
いた嵌合凸部と嵌合溝部との間の空間を遮断すると供に、上に積層されたブロックや屋根
の重量を受け、建物全体としての強度を増すことができる。
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さらに、傾斜面を内外壁両側に交互に設けた表裏可逆式のものにあっては、反対方向に傾
斜した２つの傾斜面の境界部分に、その傾斜面より高い中央平坦面を形成し、下記実施例
で詳述するように連結部分から進入した雨水が、係合部で内壁方向に傾斜している反対側
の傾斜面に至らないように阻止するものである。この係合部と中央平坦面との関係位置を
確実に保持してブロックが配置されるために、ブロックに挿通孔を設け、土台から立設さ
れた縦棒を挿通孔に貫通させることにより、上記した位置決めがなされるように設ける。
これにより、係合部の折り返し部分が中央平坦面の上に位置し、上記した反対側への雨水
の流出を防ぐことができる。
本発明のブロックは、その材質において特に制限されるものではなく、木製は言うまでも
無く、樹脂製、金属性、セラミック製などどのような材質でも形成できる。例えば、樹脂
製においては知育玩具などに適用でき、耐燃焼性のセラミックやコンクリートでは焼却炉
などを形成することにも応用できる。特に、本発明のブロックはその接合が形状と縦棒に
よることから、接合剤を特に用いることなく壁面を形成できるため、その応用範囲は広い
。
以下、本発明の各実施例を図面に基づいて説明する。
実施例１
本実施例１では、表裏可逆式のブロックについて説明する。
第１図に示すように、本実施例のブロック１は、その両端に設けられた鉤状の係合部２と
、上面の両端方向で凸条形状で段差をもって形成された嵌合凸部３と、底面に設けられ、
下に位置する他のブロック１の嵌合凸部３が嵌合する嵌合溝部４と、複数のブロック１を
積層する際に位置決めするための挿通孔５とからなる。これにより、所望の位置で、縦方
向および横方向において容易に連結することができる。
第１図に示すこのブロック１の手前側を家屋等の外壁面側と仮定した場合、嵌合凸部３の
上面には、その略中央よりも右側では内壁面側（一辺側）から外壁側（他辺側）に向けて
傾斜した第一傾斜面３１を設けると供に、左側では外壁面側（他辺側）から内壁面側（一
辺側）に向けて傾斜した第二傾斜面３２が形成され、これらの傾斜面のさらに両端側には
、それぞれの傾斜面より高い平坦面３３、３４が形成されると供に、第一傾斜面３１と第
二傾斜面３２との間には、それぞれの傾斜面より高い中央平坦面３５が境界部分として形
成されている。
第１図および第２図に示すように、ブロック１両端に形成された係合部２は外壁面側から
内壁面側へ凹んだ縦溝状の係合凹部２１と、その端部方向で内壁面側から外壁面側へ折り
返すように突出して形成された係合凸部２２とからなる。一端の係合部２と他端の係合部
２は互いに反対向きに形成され、係合凸部２２が隣接する他のブロック１の係合凹部２１
に係合することにより、係合部２による横方向の連結がなされる。
これらの説明からもわかるように、係合部２およびそれぞれの傾斜面は、中央平坦面３５
を挟んで、完全に反対向きに形成さており、一辺側面と他辺側面すなわち外壁側と内壁側
は、各図に示すように可逆形状である。したがって、それぞれのブロック１を積層する際
は、裏表を考慮することなく、単に係合部２同士を連結すれば良い。
次に本実施例のブロックを用いた壁面の形成について説明する。
ここでは複数のブロックを識別するために、ブロックに１１～１６の符号を付する。
第３図に示すように、複数のブロック１１～１６を積層して壁面を形成するにあたっては
、予め基礎面（図示せず）または土台（図示せず）からボルト６などの縦棒を垂直に立設
し、これをそれぞれの挿通孔５に挿通させながら積み上げることにより、所望した位置に
容易に配置されるようにしている。前述したように横方向の連結は単純に隣接する各ブロ
ックの係合部２同士を係合させることによってなされる。
上積みするブロックの係合部２は、その下に位置する他のブロックの略中央に位置するよ
うにボルト６により位置決めされる。すなわち、ボルト６をそれぞれのブロックの挿通孔
５に挿通することにより、ブロック１３の係合部２の係合凹部２１と係合凸部２２との境
界面２１ｃが丁度、その下のブロック１２の中央平坦面３５の略中央に位置する。一方、
係合凹部２１の中央側の側面２１ａはその下に位置する第１傾斜面３１の範囲内にある。
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尚、ボルト６と挿通孔５との間の間隙、すなわち若干の遊びを考慮して、中央平坦面３５
の幅は、この間隙より大きく形成されることが望ましい。
次に、雨水が進入した際の排水について説明する。
このブロックを使用した壁構造で雨水が進入する可能性があるのは、横方向の連結部分で
ある係合部２の隣接部分からである。すなわち、第４図に示すように、係合部２の側面２
１ａをつたって内壁方向に侵入しながら流れ落ちる（矢印Ａ）。流れ落ちた雨水の大半は
第１傾斜面３１をつたって外壁側に排水される（矢印Ｂ）。一部の雨水は毛細現象により
後面２１ｂを横方向に伝わり落ちる（矢印Ｃ）。しかしながら、境界面２１ｃにぶつかり
最終的には第１傾斜面３１をつたって外壁がわに排水される。
また、大量の雨水が進入して、第１傾斜面３１と嵌合溝部４で形成される空間にある程度
溜まったとしても、平坦面３３と中央平坦面３５とは第１傾斜面より高く形成され、しか
も嵌合溝部４と密着しているため、防波堤の役目をして内壁面へ雨水が進入することを完
全に阻止する（第１図参照）。
尚、上記したように実施例のブロック１はその形状において裏表可逆に形成されており、
第２傾斜面３２が外壁側に傾斜するように配置されても全く同様の効果を得られる。
また、挿通孔５の形成において、係合部２の係合凹部２１と係合凸部２２との境界面２１
ｃが外壁面に面する傾斜面の上にくるようにしても良い。
実施例２
実施例２においては、表裏非可逆式のブロックについて説明する。
第１３図に示すように、表裏非可逆式のブロック１ａは、実施例１の第２傾斜面３２を設
けないものである。また、形成された傾斜面３１ａの幅内に、係合凹部２３ａの幅全体が
収まるように、挿通孔５ａを設ける。すなわち、ブロック１ａを挿通孔５ａにより位置決
めしながら積層すると、常に係合凹部２３ａ全体が傾斜面３１ａ上の範囲内に位置するよ
うに設けるものである。尚、下方から見た形状は第２図に示した実施例１のものと同じで
ある。
したがって、このブロック１ａには内壁面側に傾斜した傾斜面がないため、そこからの水
漏れの心配が全く、水漏れ対策がさらに確実となる。また、平坦面が広くなるためさらに
強度を増すことになる。ただし、建築に際しては、傾斜面３１ａが形成された側が外壁面
となるように配慮して積層しなくてはならない。
実施例３
実施例３では、冒頭で説明したように最も汎用性の高いログハウスなどを建築するために
使用する木製ブロックの製造方法について説明する。
木製ブロックを製造するにあたっては、木材を乾燥させた後に上記した形状に加工するも
のであるが、木材の乾燥にはひび割れがつきものであり、このひび割れが側面や連結部分
にあったのでは、美観のみならずその防水構造に影響を与えることになる。したがって、
本案ではこのひび割れが上記した位置以外に生じるように意図的に加工した後に、ブロッ
ク形状を形成するものである。
基本的には木材を横たえた方向で使用するが、その直径がブロックの高さおよび奥行より
大きい１本の木材を、その年輪中心がブロックの略中心に位置するように使用することが
望ましく、下記の工程によって加工される。
(1)切り出した木材を自然乾燥させることにより、一次乾燥とする。
(2)年輪の接線方向に基準面Ｓを形成し、これに対して法線方向で予め背割り７を入れる
。この基準面Ｓはブロックを形成した際に、その底面となる面であり、その深さは嵌合溝
部４の深さ程度であることが望ましい〔第１４図 (a)〕。
(3)背割り７を入れた木材を炉に入れるなどして、二次乾燥させる。この乾燥においては
在来木造建築に使用される木材と同程度の含水率まで乾燥させることが望ましい。この乾
燥において木材は年輪の周方向に収縮する。本木材は予め背割り７が入れられているので
、その収縮により背割り７以外のところにひび割れが生じるのを防止できる。
(4)二次乾燥した木材の基準面 Sを底面として角材を切り出し、その底面の背割り７部分に
嵌合溝部４を形成した後、上記した形状のブロックに加工する〔第１４図 (b)〕。
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この製造工程により、木製ブロックには新たにひび割れが生じて美観を損なったり、水漏
れしたりすることを防止できる。また、周方向の収縮をした後に角材に形成するため、そ
の高さおよび奥行が均一に仕上がり、積層した際に平坦な壁面を形成できる。
また、上記工程を丸太から開始するのではなく、角材から開始しても良く。その際は、角
材の一面を基準面として同様の背割りを形成した後に二次乾燥を施し、ブロック形成にあ
たって各面を再度加工するようにしても良い。
さらに、必ずしも年輪中心が材料の中心となるように一本物の材木を使用しなくても良い
、径の大きい木材を年輪が扇状すなわち４分割または２分割して形成された材木でもよい
。例えば第１５図に示すように、４分割した材木について、年輪の接線方向に基準面Ｓを
形成し、これに背割り７を入れることによっても同様のブロックを形成することができる
。
本発明では以上のように構成したので、積層して壁面を形成することにより容易にログハ
ウスなどを建築できるものであって、従来技術に比し次の点において優れている。
（１）雨水の進入対策において、ブロックの連結部分から浸透した雨水を、その構造にお
いて内壁面側に伝わるのを防止できる。
（２）嵌合凸部に平坦面を形成し、これが嵌合溝部に密着することにより積層するブロッ
クの重量を支える面積が増えるため、縦方向の強度が強化される。
産業上の利用可能性
以上のように、本発明にかかるブロックは、積層することにより壁面を形成することがで
き、特に木製であっては容易にログハウスなどを建築できる。
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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